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即
ち
、；：
本
書
は
更
に
：第
五
章
と
'第
六
章
と
.で
は
、

こ
れ
ら
わ
。ハ
タ

ー

ンと
云 

か
も
の
が
何
故
に
広V

採
用
さ
れ
な
い
か
め
理
由
を
追
求
し
、
そ
：の
原
因
と
し 

て
、
色
々
な

。ハ.
タ

ー
ン
の
間
の
評
価
を
す
る
為
の
、
同
じ
原
理
.の
測
定
方
法
が 

見
当
ら
な
か
っ
た
。

第
七
章
で
は
そ
の
理
由
と
：し
：て
、
同
じ
パ
タ
ーX

'の
経
営
組
織
で
も
同
じ
効 

果
が
挙
ら
な
い
事
が
.あ
り
得
る
^

。
：

：

' 

:

、；；：.；

第
八
章
で
は
高
い
生
産
性
の
新
し
い
。ハ
タ
ー
ン
の
経
営
の
概
要
を
紹
介
し
、
 

そ
の
主
要
な
特
徴
が
テ
ス
ト
に
よ
っ
て
ど
ん
な
機
能
的
効
率
を
発
揮
し
：た)

か
を 

.第
九
章
で
ひ
れ
き
し
て
い
る
。

.

ぃ
更
に
著
者
は
第
十
章
で
は
此
の
パ
タ
ー
ゾ

に
よ
る
テ
ス
ト
を
買
っ
て
出
た
一

X 

\
‘ 

，
 

八
〇

(

ニ
三
六)

、

〇
四
の
団
体
.(

一
、

一
〇
〇
か
ら
選
ば
れ
た)

の
結
果
を
新
し
い
次
元
へ
展
開 

し
て
.い
る
。

.

第

十1

、
十
一
：一
章
で
、:

著
者
は
更
に
進
ん
で
組
織
内
の
人
間
の
行
為
を
此
の 

新
し
い
バ
タ
ー
ン
の
経
営
を
基
に
し
て
詳
細
に
述
べ
、

/

第
十
三
章
で
更
に
：進
ん
で
此
の
組
織
の
中
で
の
人
間
関
係
の
測

定

の

価
値
と 

そ
の
有
用
性
を
論
じ
、

パ
 

-

第
十
四
章
で
は
発
展
す
ベ
き
経
営
の
多
様
な
組
織
を
ィ
メ
ー
ジ
と
し
て
相
互 

を
関
係
つ
.け
て
説
明
し
.
，新
し
.い
.経
営
の
本
實
を
示
す
.材
料
を
提
供
し
、
 

最
終
の
章
で
は
新
し
い
経
営
を
採
用
し
た
場
合
に
起
る
と

考

え

得
る
諸
問
題 

に
触
れ
て
於
ん
で
い
、る
。

：
：

.(

ニ
、
七 

ー
0
円
丸
善
普
及
版
七
五
〇
円

)

新

刊

紹

介

.

.

.

:

富

岡

ぐ

裕

著

.

'

へ

『

社
会
主
義
経
済
の
理
論

』

.

■

J

--
*
九

'

r

七
年
に
端
を
発
し
た
社
会
主
義
経
済
は
、

. 

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
‘に
' か
か
わ
ら
ず
、
’今
日
全
世
界 

の
領
土
の
四
分
の
—.
'
、
全
人
.ロ
の
三
分
の
■
一
を
蔽
ぅ 

.に

.至

っ

た

,°
世
界
市
場
を
一
一
分
し
、.
多
か
れ
少
な
か 

れ
世
界
経
済
の
ど
の
分
野
に
ぉ
<い
’て

-%
関
連
.を
も
た 

ざ
る
を
え
な
い
こ
れ
ら
社
会
主
義
経
済
諸
国
は
、
そ
. 

:
の
移
疗
な：

い
し
ば
建
設
初
期
の
常
と
し
て
、
極
め
て 

多
様
な
形
態
に
ぉ
い
て
存
在
し
、
，そ
れ
ら
の
一
般
的 

法
則
性
の
油
出
’
体
系
化
は
現
段
階
に
权
い
て
は
極 

，め
て
困
難
で
あ
り
、
.先
発
、.：
一.国
社
会
主
義
と
し
て 

成
立
発
展
し
て
来
た
ソ
ビ
エ
ト
の
.諸
例
か
ら
帰
納
さ 

れ
る
法
則
性
に
と
ど
ま
る
こ
-̂
が
で
き
な
く
な
つ 

た
。
又
そ
の
：ソ
ビ
エ
ト
に
お
い
て
も
、
近
年
社
会
主 

義
緙
済
の
木
質
、
或
い
は
社
会
主
義
的
計
画
化
に
対 

す
る
.新
た
：な
"
"
自
主
的
問
題
提
起
と
創
造
的
研
究
態 

度
"
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
一
端
と
し
て
の
利
潤
論
争 

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ

の「

経
済
理
論
か
か4

ッ
サ
ン
ス」

(

M 

•，ド
ッ
ブ)

の
時
期
に
、
命
題
解
説 

で
'な
ぐ
自
分
の
発
想
.，
思
考
カ
^
に
基
い
.
'て
せ
ム
33
:
丰 

義
経
济
の
' 古
典
的
論
理
、.
現
実
的
課
題
.を
検
討
し
、
.：
 

解
明
：
体
系
化
を
ず
す
め
よ
ぅ
と
し
た
，本
書
は
，
：：そ 

の
立
場
は
い
，ず
れ
に
し
て
も
、
益
す
る
こ
と
極
め
：て 

大
き
レ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
レ
。''
-
'

'本
書
は
著
者
の
意
図
の
推
移
に
従
っ
て
入
社
会
主 

.義
的
所
有_ 

(

第
一
一
章)
——

社
会
主
義
的
生
産
物
.と 

労
働
.証
券
’
.

(

第
•一:一
章)〉

、

八
社
会
に
よ
る
生
*
の
組 

織
と
.管
理
.(

第

三

章

〉
〉

>:
••
■
■>八

社

会

主

義

的

直

接

生
 

産
漱
程(

第
.四
章)

——

社
会
主
義
的
交
換
過
程
：：

(

第 

五
章)

；

社
会
：主
義
的
生
，産
の
現
実
的
過
程(

第 

六
章)

〉

と
に
わ
か
れ
る
4

第
二
の
グ
ル
ー
.プ
：は
，
 

社
会
主
義
経
済
学
と
し
て
は
骨
子
の
部
分
で
、
本
書 

と
.し
.て
も
.三
分
.の
一一

の
量
を
占
め
、
社
会
主
義
経
済 

の
下
に
：お
け
.る
労
働
の
性
格
か
6
、：
フ
..ォ
ン
ド
の
運 

動
，
.再
生
產
表
式
か
ら
国
民
経
済
バ
ラ
ン
ス
、.
.収
益
■ 

率
か
.；ら
銀
行
の
役
割
ま
で
.よ
.く
収
：め
e>
-
れ
て
い
.̂-
.
.
.
.
.
.
.

し
か
し
な
ん
と
.い

つ

て

，
も

本

書

，
の
：
特

色

は

^

の

グ

.
ル 

丨
プ
.で
の
，
社
会
主
義
経
済
の
下
に
；お
け
'る
：一
商 

品」

と

.

.

「

賃
金
.

J
'

•の
消
滅
.
社
会
的
労
働
の
計
画
的 

配
分
の
実
現
を
展
開
す
る
部
分
と
、
そ
の
裏
と
し
て 

の
、
社
会
主
義
企
業
経
済
学
：の
分
野
に
も
、：
又
：

X

ラ 

ン
ス
論
と
も
つ
な
が
る
、
社
会
主
義
経
済
の「

||
両

化」

の
追
求
で
あ
ろ
う
。
'現
段
階
の
社
会
主
義
経
済 

学
の
焦
点
で
あ
る
こ
の
社
会
主
義
的
計
画
化
と
経
済 

管
理
を
、
社
会
主
義
的
所
有——

商
品
生
産•

貨
幣 

の
揚
棄
か
ら
歴
史
的
に
、.
_，計

画

的

管

理

制

度

——

独
 

立
揉
篇
性
.

I「

価
格」

：
か
ら
論
理
'的
に
浮
き
ぼ
り 

に
し
た
こ
と
は
、
論
文
で
個
々
に
理
解
す
る
よ
り
読 

者
に
説
得
力
を
も
ち
、

「

通
説
と
い
わ
れ
る
も
の
と 

は
お
，よ
そ
違
っ
た
も
の
と
な
っ
た
体
系」

(
は
し
が 

き)

を
研
究
者
が
自
分
の
課
題
の
中
で
真
剣
に
取
り 

組
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
も
の
と
し
た
。

.
た
だ
、
社
会
主
義
経
済
の
現
段
pi
'
の
理
論
が
、
そ 

れ
ぞ
れ
の
移
行
の
条
件
と
社
会
主
義
建
設
の
構
造
分 

析
を
伴
わ
ず
:̂
*
し
う
る
程
の
状
況
に
在
る
か
と
い 

う
疑
問
を
、
過
渡
期
論
争
を
ふ
く
め
て
確
認
し
な
い 

わ
け
に
.は
ゆ
か
な
い
の
で
あ
る
'0(

法
政
大
学
出
版 

局

• 

A

5.
•
三

九

一

：
一

直

•
八

五

〇

円

)

.
：
.

—

平
野
掏
子

I

'
.増
田
四
郎
著
.

.

: 

.

『

東と
西

』

、

こ
，の
.書
物
は
、.

」

西
洋
■中
世
史：

(

特
に
経
済
史)

の 

す
ぐ
れ
た
専
門
家
で
あ
る
箸
者
が
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
旅



:
'行

：
'<
7
>
,体

，
験..を
: ^
, #

ど
.
じ
.

て

展

開

す

る

内

容

.

.豊

*

な

東
 

'
，
西.
文

化

比

較

論
.で
.
あ

る

。
.

尤

も

東

と

は
'い

つ

て

-
も

東
 

し; #

全

体

が

対

象

で

ぼ

な

.
ベ

：:
;

我

々

の

祖

国

，
日

本

が

取
 

り

扱

わ

れ

て

，
い

る

の

で

あ

る

か

ら

、

；

.
こ

の

書

物

：
の
.
意
 

図
し
て
ぃ
る
と
こ
ろ
は
、
.

む
し
ろ
形
の
変
つ
た
日
本 

.

文
化
論
で
あ
を
と
も
い
え
よ
ぅ
、
形
の
変
つ
だ
と
い 

ぅ
の
：は:.
'
.
»
:
.
真
正
、而
か
ら_
の
日
本
文
化
論
：で

は

な

ぐ 

て
、.
.著
者
の
^
攻
対
象
で
あ
る
西

m
 

I ロ
？

s

パ
a :
^

 

の
.

文
化
史
的
、
経
済
史
的
洞
察
を
通
.
じ
て
間
接
的
に
‘、 

日
本
文
化
、
取
り
わ
け
現
代
日
本
.
の
文
化
の
も
ラ
特
；
 

徴
を
明
ら
か.に
.
す
る
と
い
.
ヶ
手
法
を
用
：い
て
.ぐ
る
か 

.ら
で
あ
る
。

.
さ
て
多
く
の
随
筆
の
中
に
.展
開
さ
れ
て
い
る
著
者 

の
文
化
論
は
、
大
別
し
て
次
の
ニ
つ
の
方
向
を
持
っ
.
 

■T
い
る
。
第

1.

は
西
.ョ
I

P
ッ
パ
の
そ
れ
で
あ
り
、

第
一
一
に
こ
れ
と
比
較
し
て
の
日
本
文
化
論
で
あ
る
。
 

そ
し
て
何
と
い
？
て
も
庄
巻
な
の
は
、
.
.
ョ

I
 

ロ
ッ

パ
 

各
地
の
都
市
や
農
村
を
訪
問
し
づ
つ
、
'著
者
自
身
の
■ 

豊
か
な
学
識
に
よ
.

0:

て
そ〗j

で
の
見
聞
を
披
露
す
る 

第
一
.の
部
分
で
：あ
る
。
著
渚
は
有
名
な
力ー

ル

.
ビ 

ュ
ッ
ヒ
ャ_

の
家
族
経
済
、
' 都
市
経
済
、
国
民
経
済 

の
歴
史
発
展
の
三
段
階
説
を
引
用
し
、
明
治
以
前
の 

前
近
代
史
と
明
治
.以
後
の(

近
代
史
の
間
に
大

き

な

断 

絶
の
あ
る
日
本
人
に
と
つ
て
は
、
単
な
る
抽
象
的
概

念
と
'し

ズ

し

か

と

ら

え

ら

.
れ

な

い

こ
.
の
発
展
段
階
が 

ョ
ー
口
ッ
パ
の
各
地
で
実
に
生
き
生
き
と
実
感
し
ぅ
 

る
と
い
-
て
い
'る

。
'-'
.
つ

ま

り

近

代

資

本

主

義

の

社
 

会
'
経
済
の
：土
台
に
近
代
以
前
の
発
展
の
成
果
が
確 

固
と
し
て
存
在
.し
.て
.'い
る
ご
ど
を
、
：
.具
体
的
な
都
市 

や
農
村
の
面
影
、
そ
と
、の
住
民
の
だ
た
ず
史
い
か
.
 ̂

. 

感
じ
ど
つ
て
い
.る

の

，
で

あ

る

。

特

に

箸

者

の

専

攻

分
 

野
で
.あ
る
中
世
都
市
論
の
角
度
か
ら
、
ョ
ー
，ロ
.ッ
.
パ 

中
の
様
々
な
地
方
の
具
体
例
を
■ひ
き
つ
つ
.行

わ

れ

る

，
 

西
欧
市
民
論
.は
'、
本
書
中
の
白
眉
の
部
分
で
.あ
る
と
'

.

著
者
の
3

I ロ
ッ
パ
；都
市
遍
歴
.
.は
、
地
中
海
世
界 

南
イ
タ
リ
ヤ
の
'諸
都
市
か
ら
始
ま
る
。
.イ
タ

リ
ヤ
半 

島
の
突
.端
：の
：か
.
.か
と
，
.の
部
分
に
.あ
る
港
町
'パ
.リ
や
そ

タ
リ
ア
内
陸
の
古
代
都
市
ラ
ヴ
ヱ
ン
ナ
、.
廃
虚
都
市 

.ボ
ン
ぺ
ィ
と
オ
ス
テ
ィ
7

、
.ポ
■丨
河
锍
域
0 1

中
世
都
. 

市
.ボ
口
ー
ニ
ア
、
パ
ル
マ
等
の
ィ
タ
リ
ア
諸
都
市
へ 

の
訪
問
か
ら
著
者
は
地
中
海
世
#
が
現
在
で
も
古
代 

文
化
と
の
速
続
性
の
中
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
.す
る
？
.

か
も
そ
こ
に
感
じ
と
ら
れ
る
古
代
文
化
と
は
純
粋 

に
.西
欧
的
な
も
の
で
.
.あ
る
と
い
ぅ
よ
り
.は
、
オ
リ
.
エ 

ン
ト
や
ビ
ザ
ン
ッ
の
文
化
と
：西
欧
の
文
化
の
融
合
し 

た
も
の
で
あ
る
。
，し
か
.も

そ

う

し

た

，
伝

統

の

：
重

.
み

に も

拘

ら

ず

ゾ

イ

タ

リ

ャ

諸

都

市

の

住

民

は

不

思

,
.
に 

陽
気
な
活
力
と
体
系
'的
方
■ト

リ

.
ッ

ク

信

仰

.
Cよ
っ 

.■.て

.
0.
本
の
雑
然
と
し
.た
近
代
文
化
よ
り
も
ど
こ
と 

な
く
高
1>
.#-
り
が
：感

.1
:
^:
れ
る
と
い
ぅ
。

さ
て
ア
ル
プ
ス
：を
越
え
て
北
方
の
世
界
に
入
っ
た 

著
者
は
ス
■イ
ス
.の
ジ
ユ
ネ
f
ブ
、
ベ
レ
.
.ン
、
バ
I
セ 

ル
、
ル
.ッ
ェ
ル
ン
の
諸
都
市
を
歴
訪
し
、
ア
ル
プ
.ス 

の

険

し

い

山

岳

地

、
方

.に
定
住
し
て
m
厚
な
農
民
文

化

 

.
を
創
り
あ
げ
た
ス
イ
ス
人
の
不
撓
不
屈
の
意
志
と
ベ 

ル
ン
市
に
み
ら
れ
る
ア
ル
プ
ス
以
北
の
中
世
部
市
の 

典
型
'で
あ
る
建
設
都
市
の
芸
術
的
美
し
さ
に
心
を
打 

た
れ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
.に

中

欧

，
か

ら

北

欧

の

パ

ッ
サ
ゥ
、
ロ
タ
ッ
ハ
.，
エ
ゲ
ル
ン
、
ラー

フ
ヱ
ン
ス
ブ 

ル
タ
、
メ
丨
.ル
：.ス
.ブ
'ル
'ク
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
.ク
、
チ
ユー

 

'ビ
ン
.ゲ
ン
、
リ
ユー

ネ
ブ
ル
ク
、
.ッ
工
ッ
レ
、
ゾー

ス
.

■ 

•ト
、>

\

ユ
ツ
ス
ウ
イ
'ッ
ヒ
、
フ
ー
ズ
ム
、
ウ
エ
ッ

f
e
ル 

N

 —

レ
ゾ
、
.
メ
ル
ン
ハ
ン
'ブ
ル
ク
等
の
ド
イ
ッ
諸
都

市
へ
の
訪
問
記
か
ら
ド
イ
ッ
人
が
中
世
都
市
の
歴
史 

か
ら
継
承
し
て
い
る
質
実
剛
健
な
市
民
生
活
を
紹
介 

す
る
。
こ
れ
ら
の
都
市
の
内
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
を
除
く
と 

他
.は
人
口
数
も
少
い
.地
方
的
都
市
で
あ
る
が
、
こ
れ 

ら
の
都
市
の
住
民
.は
、
世
界
の
中
心
は
自
分
達
の
町
• 

，
や

地

方

で
.あ

る

こ

と

を

誇

ら

か

，
に

著

者

に

告

げ

る

と
 

い
ぅ
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
世
界
と
は
、
日
本
人
W

い
X .

よ
う

の
農
村
、
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
港
町
ア
ン
コ
ナ
，
イ

よ
く
使
用
す
る
地
理
的
概
念
で
も
功
利
的
な
世
間
と 

い
う
概
念
で
も
な
く
、.

自
分
達
が
厳
し
い
自
然:(

ナ 

ト
ゥ
ア)

.

の
中
で
、
こ
れ
と
対
立
し
つ
つ
.創
造
し
て 

き
た
文
化(

ク
ル
ト
.ゥ
ァ)

の
世
界
で
あ
り
、
そ
う 

し
た
世
界
の
現
実
に
歴
史
的
に
展
開
さ
れ
た
場
と
し 

て
の
都
市
な
の
.で
.あ
.る
。.
し
か
も
そ
の
文
化
と
は
、
. 

日
本
人
の
文
化
の
よ
う
に
経
济
の
下
部
構
造
.と
切
り 

離
さ
れ
、
.下
部
構
造
自
体
が
ど
ん
ど
ん
西
欧
化
し
て 

行
く
に
.つ
れ
て
崩
壊
し
て
行
く
は
か
な
い
も
の
で
は 

な
く
、
経
済
の
生
産
様
式
自
体
も
含
む
甚
だ
実
体
的 

な
も
の
.で
あ
る
。
例
え
ば
ビ
I
ル
、
菓
子
、
衣
服
、
 

家
具
等
の
日
常
必
需
品
の
生
産
は
、
.殆
ど
地
^
的
範 

囲
で
生
産
さ
れ
，
そ
の
中
心
に
地
方
的
小
都
市
が
あ 

る
の
で
あ
る
.°
こ
う
し
た
経
済
の
鉴
盤
の
上
に
は
、
.：
 

中
世
以
来
形
成
さ
れ
て
き
た
都
市
と
い
う
地
縁
的
団 

体
に
お
け
石
市
民
的
生
活
原
理
が
、
い
ま
な
お
生
き 

生
き
と
#
続
し
て
い
.る
。

そ
の
市
民
的
生
活
原
理
と
. 

は
、
生
活
の
.原
理
を
無
秩
序
に
導
く
個
人
主
義
で
は 

な
く
、'ヾ
.公
け
の
秩
序
に
導
く
共
同
体
的
規
範
に
特
徴 

づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
じ
て
こ
の
規
範
は
、

1.

方
に
.お
.い

て

：
西

欧

文

化

の

思

想

的

裁

盤

た

る

.
キ

リ
 

ス
ト
教
に
よ
る
所
が
大
き
い
と
共
に
、
.他
方
.で
は
自
. 

己
の
町
を
ゾ
そ
の，3

治
を
自
分
達
の
祖
先
が
自
ら
の 

力
で
獲
得
レ
.た

の

だ

と

い

う

，
；

E

覚
に
よ
つ
て
も
支
え

ら
れ
'て
い
る
。
こ
の
よ
ぅ
な
地
方
的
、
自
治
的
な
も 

の
を
共
同
で
創
造
し
て
行
こ
ぅ
と
す
.る
努
力
、：
こ
れ 

こ
そ
、
著
者
が
西
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
文
化
か
ら
日 

本
人
が
学
び
う
る
最
大
の
歴
史
的
教
訓
で
あ
る
と
す

:

以
上
の
よ
う
な
西
ョ
ー
ロ
.ッ
。ハ' 
の
都
市
文
化
論 

は
、
必
然
的
に
日
本
の
都
市
文
化
に
対
す
石
実
に
痛 

烈
な
批
判
と
な
る
。
.す
な
わ
ち
共
同
の
生
活
を
自
覚 

的
に
形
成
し
て
行
こ
う
と
す
る
市
民
意
識
の
欠
如
'. 

雑
種
の
ご
み
た
め
文
化
と
酷
評
さ
れ
て
も
仕
方
の
な 

い
都
市
生
活
の
無
秩
序
、
地
方
文
化
や
地
方
産
業
と 

は
全
く
か
け
は
な
れ
た
東
京
等
の
力
㈱
^
の
文
化
の 

植
民
地
性
等
が
指
摘
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
.の
よ
う
な 

現
状
か
ら
の
脱
出
ロ
は
"
西
欧
市
民
社
会
の
蓮
本
的 

要
因
で
あ
る
共
同
体
構
成
員
め
自
治
的
責
任
感
と
、
 

そ
こ
か
ら
の
.行
動
を
日
本
人
が
身
に
つ
.け
る
以
外
，に 

な
い
と
さ
れ
る
。‘
そ
し
て
.学
生
に
対
し
て
も
社
会
の 

現
状
に
埋
没
せ
ず
自
分
の
主
体
的
テー

マ
.を
馬
出 

し
.、.
真
理
探
究
に
謙
虚
な
気
持
.で
た
え
ず
努
カ
し
，

し
か
も
収
入
.の
高
で
人
間
の
価
値
を
押
し
は
か
る
愚 

劣
な
根
性
を
捨
て
さ
り
、
.綜
合
的
判
断
力
に
よ
づ
.て 

世
界
史
の
中
で
日
本
を
位
置
づ
け
る
こ

と
の
出

来

る
 

市
民
的
'
.

H 
'リ

'
'丨

ト

た

れ

と

す

す

め

て

い

：る

0
:-
:
. 

'
最
後
に
著
者
は
'専
門
的
歴
史
家
に
ふ
さ
ゎ
'1
>
く
、：

日
本
の
現
状
の
歴
史
的
由
来
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
. 

お
ら
'れ
る
。
ま
ず
有
名
な
オ
ッ
ト
ー
•
ヒ
ン
ッ
ェ
の 

封
建
制
形
成
要
因
の
探
究
を
紹
介
す
る
。
す
な
わ
ち 

ヒ
ン
ッ
，ェ
は
、(

'一)

氏
族
的
な
も
の
の
崩
壊
過
程 

に
あ
る
素
朴
な
社
会
が
、
.

(

ニ)
世
界
帝
国
的
な
普 

遍
的
統
治
理
念
お
よ
び
、
：(

三)
そ
れ
に
即
応
し
た 

'普
遍
的
な
宗
教
思
想
と
接
触
す
る
場
合
に
起
る
歴
史 

的
個
性
的
現
象
と
し
て
封
建
制
を
理
解
す
る
。
そ
こ 

で
は
経
済
的
、.

軍
事
的
、.
行
政
的
未
発
達
の
状
態 

に
、(

3

、(

三)

.の
要
因
が
加
わ
っ
て
独
特
の
経
済 

や
政
治
の
体
制
が
，あ
ら
わ
れ
、
こ
れ
が
_
砠
制
と
よ 

ば
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
著
者
は
こ
の
ヒ
ン
ッ
ェ 

.の

概

念

の

，
妥

当

姓

を

承

認

し

、
■

.ゲ

ル

マ

ン

社

会

を

驻
 

礎

と

し

て

ロ

ー

，
マ

.帝
国
の
統
治
理
念
と
カ
ト
リ
.ッ
ク 

の
普
遍
的
宗
教
と
が
.具
体
的
歴
史
的
な
.フ
ラ
ン
ク
帝 

国
と
.な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
と
し
、
氏
族
制
崩
壊
の
過 

程
に
あ
.っ
た
社
会
が
隣
邦
中
国
で
完
成
し
た
国
家
理 

念
と
儒
教
•
仏
教
の
普
遍
的
思
想
体
系
を
摂
JS
し 

て
、
独
自
の
.封
建
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
が
日
本 

の
場
合
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
日
本
の
場
合
に 

は
、
■氏
族
制
が
決
定
的
に
崩
壞
す
る
よ
り
は
そ
の
擬 

制
の
上
に
封
建
国
家
が
形
成
さ
れ
、
思
想
体
系
も
こ 

ぅ
.し
た
擬
制
を
バ
ッ
.ク
.ァ
ッ

-
プ

す
る
も
の
に
留
ま
っ 

た
。
こ
こ
-に
カ
ト
リ
ッ
ク
と
い
う
個
性
と
普
遍
性
.を

る
。



-

公

正

取

引

委

員

会V

 

V 

.事
務
局
経
済
部
編
：
，

.

ら
日
本
の
：產
業
集
中』

m
視
す
る
宗
教
の
下
で
、
梃
め
て
双
務
契
約
的
な
封 

.

.

.
E
K-
係
を
形
成
し
た
西
ョ
.丨
.ロ
ッ
■パ
と
日
本
の
封
建 

:制
の
大
き
な
相
遠
が
う
^
れ
.る
.の
.で
.あ

る

。
.
.
.
.
そ

し

て
 

叨
治
似
後
の
近
代
日
本
の
発
展
も
ノ
こ
の
擬
制
氏
族
■ 

制
と
封
^
制
の
妥
協
形
態
を
温
存
し
、
む
し
ろ
こ
れ 

'を
後
進
国
の
国
家
中
心
の
近
代
化
.に
利
：用
し
た
の
で 

あ
り
、
'
.
こ
.
こ
に^

5
#

史
上
の
太
'き
な
^
り
上
り
の
欠」

'
• 

匈
学
問
研
.究
に
お
.け
.る
や
ど
か
り
的
非
主
体
性
、
西 

洋
t
朿
洋
の
文
化
の
雑
植
的
性
格
の
文
化
形
成
等
現 

代
日
本
の
病
根
が
形
成
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
. 

こ
の
ょ
う
に
'®
め
て
.ユ_ 

>
1
1
タ
な
日
本
文
化
形
成
論 

の
上
に
立
っ
て
著
者
は
ハ
全
て
の
日
沐
人
特
に
知
的 

:

工：：リ
I
ト
で
あ
る
学
生
と
教
師
に
向
い
：、
健
全
な
歴 

史
意
識
の
養
成
と
こ
れ
に
基
く
地
道
な
学
問
研
究
^
 

外
に
、
现
状
ひ
打
解
の
方
向
の
な
い
こ
と
を
説
い
て 

ぃ
る
，

.

.以
上
の
著
者
の
壮
大
な
西
ョ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
文
化 

，論
及
び
こ
れ
に
基
く
日
本
文
化
論
に
筆
者
は
強
い
惑
，
 

敷
を
覚
え
た
。
日
本
の
若
い
学
徒
が
' 
こ

の

：
書

物

か
 

ら
正
し
.い
歴
史
的
問
題
意
識
を
形
成
さ
.れ
る
ょ
う
に 

切
に
望
み
た
V

，た
.た
こ
れ
は
筆
者
自
身
の
生
涯
の 

.課
題
で
あ
る
が
、
著
書
の
と
か
れ
た
共
同
体
的
生
活 

へ
の
自
覚
的
参
加
と
い
う
す
ぐ
れ
た
一
面
を
も
つ
西 

;

ョ
，
I ロ
，ツ
パ
人
が
、
何
故
に
今
世
紀
初
頭
の
.一'一
回
に

わ
た
る
世
界
大
戦
をe

ら

起

し

て

い

っ

た

の

で

あ

，
る 

か
と
い
う
問
題
が
著
者
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
ら
と 

思
う
。
' つ
ま
り
、：；西
a
(
ロ
，ッ
.パ
.
、
特

に

ド

ィ

ッ

の

都
 

市
的
フ
市
民
的
生
活
意
謅
が
”

©
ョ

：
一

ロ

ッ

パ

へ

や

そ

. 

の1

地
方
に
限
定
さ
れ
た
形
で
'発
展
し
た
こ
と
が
、

. 

.よ
り
グ
ロ
I
パ
へ
'ル

な

，
範

囲

で

問

題

の

解

靶

が

必

要

と
 

.さ
れ
る
二
十
世
紀
の
時
代
に
お
，い
.て
は
、
'
国
民
生
活 

の
中
に
大
き
な
空
洞
を
も
た
ら
し
、
：そ
こ
に
戦
争
上 

い
う
非
合
理
的
手
段
で
問
題
の
解
決
を
は
か
る
方
向 

に
西
ョ
I

P
ッ
パ
：人
全
体
が
追
い
こ
ま
れ
た
の
1
は 

「

な
か
.ろ
う
か
。
.
.従
っ
て
中
世
都
市
か
ら
の
.遺
産
の
上 

に
形
成
さ
れ
.る
西
3
丨
ロ
ッ
>
の
都
市
文
化
は
-
日 

本

人

が

十

分

继

承

し

な

け

れ

ば

な

ら

一

ぬ

，
一

'面
と
共 

に
、
鋭
い
批
判
的
精
神
を
^
.
っ
て
対
し
て
行
か
ね
ば 

な
ら
ぬ
一
面
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

そ
し
て
こ
の
胄
®
は
、
我
々
自
身
の
日
本
文
化
に
対 

す
る
態
度
に
も
通
ず
る
の
で
あ
P

X、
我
.々
.ば
.遇
去 

の
日
本
文
化
が
非
常
に
：歪
め
.ら
れ
た
形
で
は
あ
っ
て 

も
、
：明
治
以
後
に
果
し
.た

積

極

的

側

面

を

(

.
そ

の

否
 

定
助
側
面
と
共
に
.科
学
的
に
分
析
し
、
そ
こ
か
ら
我 

々

の

未

来

に

向

っ

て

の

前

進

の

_
.
教

訓

を

引

き

出

さ

な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
,(

春
秋
社
•
四
六
. 

判

こ

：一
八
八
頁
*
五
；<

0
円
>

:

::
>

,

:

.

-

.

'

—

寺

尾

誠

I

.公
正
取
引
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
日
本
の
主 

要
産
業
に
お
け
る
生
産
集
中
度
に
つ
い
て
、
昭
和
，一
 

、ニ
年
お
よ
び
昭
和一:

一
四
年
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た 

.『

.日
本
に
お
け
る
；経
済
力
集
中
の
実
態』

を
.昭
和
ニ 

六
年
に
、
昭
和
一
.ー

五

年

か

ら

三

.〇

年

ま

で

に

つ

い

.
て 

はT

日
本
産
^

^
中
の
実
態』

を
昭
和
三
一
一
年
に
公 

■
刊
し
て
き
た
が
、
こ
：の
.た
び
昭
和
三
四
年
か
ら
一11

七 

年
ま
で
.の
集
中
度
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。.
こ
れ
が 

.
本
書
で
あ
る
。
，(

な
お
、
.
昭
和
三
一
年
お
よ
び
三
ニ 

年
と
昭
部
三
三
年
分
は
、
，ガ
リ
版
ず
り
の
も
の
が
あ 

.
る
。)

.

.

今
回
の
発
表
で
は
、
と
く
に
次
の
よ
ぅ
な
点
に
特 

色
が
み
ら
れ
る
。
ま
ず
、，
諸
産
業
に
お
け
る
生
産
集 

中
度
状
況
の
類
型
分
析
に
お
い
て
、
米

国

の「

産
業 

組

織

論,-
.(

と

く

に
 

J.S.Bain -Industrial 

orga— 

nization

v3
'の
成
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
日
本
の 

実
態
に
そ
く
し
た
類
型
.化
を
お
こ
な
っ
て
い
る(

六 

型
の
静
態
類
型
、
八
型
の
総
合
類
型
、
五
型
の
動
態 

類
型)

。

っ
茗
に
、

成
長
度
と
生
産
集
中
度
と
の
関

.係
、
.
景
気
変
動
と
生
産
集
中
度
と
の
関
係
な
、と
.の
興
. 

味
あ
る
分
析
が
く

わ

え

ら

れ

て
い
る
。.
さ
ら
に
、
従 

来
の
生
産
集
中
度
類
型
♦た
け
の
分
析
か
ら
一
歩
前
進 

し
て
、
生
産
集
中
度
と
価
格
硬
直
性
ど
の
関
連
に
論： 

を
進
め
て
い
る
。
こ
の
分
析
で
、
.生
産
集
中
の「

極 

高
位
型」

產
業
部
門(

ニ
〇
業
種)

に
、
明
ら
か
に 

価
格
硬
直
性
が
存
在
し
て
い(

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い 

る
。

■
公
正
取
引
委
員
会
は
、
従
来
の
：発
表
で
は
、
独
占 

度
測
定
規
準
を
生
産
集
中
度
に
お
い
て
い
た(

た
と 

え
ば
、
第
一
回
発
表
、

三
九
頁
参
照)

の
に
反
し 

て
、

価
格
硬
直
性
な
•と
企
業
の
：「

市
場
成
果」

(

マ 

I
グ

ッ
.ト
.•
.パ
I
.
フ
ォ
I

マ
ン
，
ス

)

.
に

そ

れ

を
求
め 

よ
ぅ
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
今
回
の
分
析
態
度
が
あ
る 

と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
生
産
集
中
度
な
ど「

市
場
構 

.造」

分
析
に
よ
っ
て
独
占
を
規
定
し
て
い
た
従
来
の 

独
占
度
測
定
論
の
欠
陥
の
克
服
で
あ
り
>

「

市
場
構 

.造」

に
：.

「

市
場
行
動」

と

：

「

市
場
成
果」

と
を
結
び( 

.つ
け
て
㈣
さ
を
規
定
し
よ
々
と
す
る
«

近
の
米
国
の 

「

産
業
組
織
論」

な
.い

し「

有
効
競
争
論」

の
成
果

を
導
入
し
た
も
の
と
し
て
、
.評
価
さ
れ
る
で
あ
_ろ

0

•
■
.

ノ 

, 

.

う
.

，
.

'
わ
か
し
、
.
今
回
0
分
析
で
は
、
-:「

市
場
成
果」

に 

つ
：い
て
価
格
硬
1

だ
：け
し
か
実
証
的
に
分
析
さ
れ

新

刊

紹

介

て
い
な
い
。

「

市
場
成
果」

の
分
析
は
、

価
格
硬
直
' 

性
が
.中
心
で
は
な
く
、
ま
た
こ
れ
だ
け
で
独
占
を
規 

定
し
え
な
い(『

最
近
の
独
占
研
究』

七
四
頁
参
照)

の
：
で

あ

っ

て

、

.独
占
価
恪
H
独
占
利
潤
、
そ
れ
.に
と 

も
な
う
利
潤
率
、
生
産
効
率
、
販
売
促
進
費
等
々
の 

大
き
さ
が
分
析
さ
れ
て
は
じ
め
て
，独
占
の
問
題
を
論 

じ
.う
る
も
の
.と
考
え
る
さ
ら
に
独
占
価
格

n
独 

占
利
潤
を
形
此
さ
せ
る
企
業
の
.「

市
場
行
敗」

0
問

'

題
と
し
て
、
カ
ル
テ
ル
.、
ブ
ラ
■ィ
.ス
.
リ
I
ダ
.
1
シ

.

ッ
プ
、
暗
黙
の
協
定
な
ど
寡
占
的
相
互
依
存
の
実
態 

が
分
析
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま 

た
'
生
産
集
中
度
分
析
に
お
い
て
も
部
門
別
集
中
度 

し
か
分
析
さ
れ
て
い
な
い
が
、
実
際
の
巨
大
企
業 

は
、
垂
直
的
統
合
に
も
と
づ
く
企
業
結
合
、
関
連
部
. 

門
の
系
列
化
に
も
と
づ
く
企
業
系
列
、
さ
ら
に
は
コ 

ン
ッ
ヱ
ル
ン
な
ど
の
企
業
集
団
の
形
態
で
'
多
種
部
，
 

門
を
支
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の

形
態
で 

の
生
産
集
中
と
市
場
支
配
の
実
態
を
把
握
し
な
い
か 

.ぎ

り

:'
独
占
の
強
度
な
ど
を
論
じ
え
な
い
で
あ
ろ 

う
。
以
上
は
理
論
的
に
問
題
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
.で
あ 

'
る
が
、
.
そ
の
ほ
か
に
、
.従
来
、
企
業
別
集
中
度
菱
で
-
' 

• 

公
表
し
て
い
た
企
業
名
を
今
回
で
は
公
表
し
て
い
な 

ぃ
。
こ
れ
を
み
て
も
わ
か
る
が
、
以
上
指
摘
し
た
点 

か
ら
も
公
正
取
引
委
員
会
は
、
今
回
の
発
去
で「

独

占
規
制」
の
明
確
な
態
度
を
打
出
し
て
い
な
い
ょ
ぅ 

に
®-
わ
れ
る
が
、
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
ぅ
か
。

と
も
あ
れ
、
本
書
は
、
日
本
の
産
業
集
中
に
つ
い 

て
企
業
別
に
調
査
し
た
唯
一
の
総
合
資
料
で
あ
り
、
 

利
用
価
値
は
き
わ
め
て
大
き
-

> 

こ
れ
を
他
の
諸
紀 

計
資
料
と
照
合
し
て
利
用
す
る
と
き
、
わ

れ

わ

れ

 

は
、
日
本
の
産
業
構
造
の
実
態
を
ょ
り
明
確
に
知
る 

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
.5
。
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